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2. 流域及び河川の概要について 

2.1. 流域の地形・地質・土地利用等の状況 

2.1.1. 流域の地形・地質・土地利用等の状況 
（1） 碓氷川圏域の概要 

碓氷川は利根川水系烏川の支川で鏑川、神流川と並ぶ群馬県西部を代表する一級河

川である。碓氷川は、群馬県安中市と長野県軽井沢町の境界に位置する一ノ字山に源

を発し、途中で霧積川、中木川、九十九川、柳瀬川を合流しながら安中市を貫流し高

崎市高松町付近で烏川に合流する流域面積 290.9 km2、本川流路延長 37.582km の規模

を持つ。流域は、地形的には北西部の山地、中央部から東部にかけての丘陵地、河岸

段丘により構成される。 

流域を構成する市町は、高崎市、安中市の２市であり、下流の高崎市は八幡、豊岡、

鼻高、乗附地区が、安中市は全市が碓氷川流域に含まれている。流域は群馬県面積

(6,363.18km2)の 5%程度を占める。 

 

 

表 2.1.1 碓氷川の流域構成市町 

全流域面積 高崎市 旧安中市 旧松井田町 

290.9km2 14.56km2 
(全体 459.41km2) 101.29km2 175.05km2 

面積割合 5% 35% 60% 

平成 18 年 3 月 18 日に安中市と、松井田町が合併して、現在の安中市となった。本資料で

は、合併前については旧安中市、旧松井田町と記載し、合併後を安中市と記載した。 
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図 2.1.1 碓氷川流域概要図 
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（2） 地形 

1） 地形区分 
碓氷川流域は、北西部を剣の峰、一ノ字山など、南西部を妙義山など標高 1,000～

1,500m 級の山地に、北部を秋間丘陵、南部を岩野谷丘陵に囲まれ、その中心部を碓

氷川がほぼ西方から東方へ流下する。流域内の最高標高地点は、霧積川の上流に位置

する留天山 1,591m である。流域内を地形区分すると、山地部、丘陵地部、河岸段丘

部（平地部）に分けられる。山地部は、流域の北西部から南西部に存在し、河川別に

見ると碓氷川本川、入山川、中木川、増田川等の流域にあたり、河床からの比高は 300
～500ｍ程度である。 

丘陵地は、流域の北部から東北部、中央部および南東部に存在し、河川別に見ると、

九十九川に合流する後閑川（後閑丘陵の浸食谷）、秋間川（秋間丘陵の浸食谷）、天神

川等の流域にあたり、河床からの比高は 100～200ｍ程度である。 
平地は、碓氷川および九十九川により形成された河岸段丘の段丘面として存在し、

主に安中市の九十九川と碓氷川に挟まれる地域、および碓氷川と柳瀬川に囲まれる地

域に分布している。 
 

2） 河岸段丘の分布 
碓氷川流域の地形的特徴を形成する河岸段丘の状況について見ると、分布範囲は河

川縦断方向では、碓氷川への中木川合流地点付近から碓氷川への岩井川合流地点付近、

河川横断方向では、上位、中位、下位の三段に分けられ、面積は約 46km2に及ぶ。上

位段丘面は流域南部の境界となる妙義山の山裾から碓氷川の安中市の東方まで約

20km にわたり、碓氷川の右岸にのみ非対照的に分布し、碓氷川との比高差は上流部

で 60～80m 程度、下流部で約 30m である。中位段丘面には、安中の中心市街が形成

され、東西約 8km に広がる。上位面とは逆に左岸に広く分布し、比高差は上流部で

約 20m、下流部で約 40ｍである。下位段丘面は、中木川合流点から安中市の磯部付

近に東西約 18km にわたり分布する。右岸に広く、比高差は上流部で約 30m、下流部

で約 5m 程度で沖積層下に埋没する形態を呈している。 
 

（3） 流路の変遷 
碓氷川の上位段丘が厚く堆積しており、さらに段丘礫の基底が深い溝状になってい

る部分が、旧松井田町の八城から富岡市妙義町の中里にかけて分布する。これらを初

期碓氷川の流路と考えれば、初期碓氷川は富岡市妙義町の上高田で高田川を経て、鏑

川に合流していたと考えられる。この付近は、現在の碓氷川の河道流下方向の変局点

にほぼ一致する。その後生じた地盤の隆起（北あるいは北東への傾動）により、再び

流路を北方に換え、これに続く断続的な地盤隆起により上位から下位にわたる段丘面

が形成され、現在の碓氷川の流路が形成されていったと考えられる。このような地盤

の変動による構造段丘であるため、左右岸の段丘が非対称となっているものである。

九十九川も同様に流路を変遷させていったことが、段丘の非対称性から推定される。 



    

    
2-4

一方、九十九川の上流や増田川は、剣の峰などの上昇運動の影響が強く、流路の変

遷は少なく浸食を継続させているようである。 
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図 2.1.2 碓氷川流域地形区分図 
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（4） 地質 
流域に分布する主要な地質を表 2.1.2 および図 2.1.3 に示す。 
霧積川や九十九川流域には秋間層群、霧積層の間層の凝灰角礫岩質が分布する。ここ

では、固結度の低い凝灰岩の浸食が見られ、土砂生産が比較的多い。増田川の源流部は

板鼻層の上位にくる秋間層が基盤となっているが、板鼻層と秋間層の境界部にあたるた

め脆弱な部分があり、地滑り地帯となっている。 
 

表 2.1.2 碓氷川流域の地質構成 

地質年代 名 称 概   要 

第四紀 
沖積世 

浅間火山噴出物、火山灰、火山礫、軽石などから成るいわゆるローム

層（現在は火山噴出物を総称してテフラと称す）が堆積。 
碓氷川の上位、中位段丘面にローム層が厚く堆積することから、河岸

段丘の形成が洪積世と推定される。 
洪積世 鼻曲火山噴出物（溶岩や凝灰角礫岩）が堆積。 

第三紀 
 
 

鮮新世後期 剣の峰層 
溶岩や凝灰角礫岩より成り、霧積層を不整合に覆う。 
角礫は主に、複輝石安山岩より成る。 

鮮新世 
[秋間層群] 

霧積層 
凝灰角礫岩より成り、数層の溶岩流を挟む。植物化石の断片が多く散

見される。 
長岩層 凝灰岩、泥岩、凝灰角礫岩より成る。 

上増田層 泥岩、凝灰岩、凝灰角礫岩、礫岩等より成る。複雑な構造を示す。 

中新世後期 

[板鼻層群] 
 

陸成層：上部に凝灰岩。礫岩、泥岩、砂岩等の互層より成り、数層の

亜炭層を挟む。下部にも凝灰岩。メタセコイヤ、かえで、ブナ等の化

石あり。 
海成層：礫岩、泥岩、砂岩の互層。貝化石を含む。 

中新世中期  

[富岡層群] 

吉井層 
砂岸、泥岩の互層で、ガスを噴出する箇所もある。貝化石が発見され

る。 
福島層 泥岩が多く、砂岩は少ない。貝化石を含む。 

井戸沢層 比較的うすい砂岩・泥岩の互層で有孔虫化石を含む。 
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図 2.1.3 碓氷川流域地質図 流域界 
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（5） 気候 
碓氷川流域は、内陸性の気候を示し、降雨量は梅雨期、台風期に多く、特に台風期

の豪雨により災害が多く発生している。年間降水量は至近 10 カ年では 1200～
1600mm である。榛名山が流域の北東側に浅間山が流域の西側にあることで、県中央

部に比較して降水量がやや多い状況となっている。また、年平均気温は 14℃程度であ

る。 

 

図 2.1.4 等雨量コンター 
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図 2.1.5 年降水量（碓氷川流域近傍 松井田（国土交通省）） 
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（6） 流況 
碓氷川の安中地点（国土交通省）の平成 5 年から平成 24 年まで至近 20 年の流況を

以下に示す。安中地点での平均低水流量は 1.05ｍ3/ｓ、平均渇水流量は 0.51m3/s であ

る。低水流量、渇水流量は近年は大きな変化は見られない。 
 

表 2.1.3 安中地点流況表 

年 最大流量 豊水流量 平水流量 低水流量 渇水流量 最低流量
m3/s m3/s m3/s m3/s m3/s m3/s

H5年 1993年 440.64 6.79 3.30 1.66 0.82 0.51
H6年 1994年 693.40 2.30 1.09 0.81 0.45 0.20
H7年 1995年 309.05 2.88 1.39 0.69 0.38 0.16
H8年 1996年 91.04 2.52 1.24 0.55 0.32 0.16
H9年 1997年 248.88 2.09 1.03 0.53 0.27 0.12
H10年 1998年 699.10 6.27 3.58 1.99 0.40 0.03
H11年 1999年 568.72 5.97 2.61 1.05 0.49 0.21
H12年 2000年 594.08 4.06 2.02 0.89 0.44 0.20
H13年 2001年 欠測 5.34 2.30 1.38 0.68 欠測
H14年 2002年 300.55 4.00 1.62 1.02 0.65 0.19
H15年 2003年 98.64 4.04 2.36 1.50 0.65 0.29
H16年 2004年 217.00 3.90 1.75 1.03 0.74 0.26
H17年 2005年 140.77 2.65 1.15 0.74 0.37 0.03
H18年 2006年 225.33 3.21 1.59 0.80 0.42 0.16
H19年 2007年 741.72 3.45 1.67 0.85 0.42 0.13
H20年 2008年 194.84 5.88 2.44 0.85 0.50 0.19
H21年 2009年 69.52 2.48 1.54 0.96 0.53 0.19
H22年 2010年 52.42 4.17 2.56 1.56 0.59 0.43
H23年 2011年 欠測 3.28 1.65 0.96 0.58 欠測
H24年 2012年 181.19 3.60 1.94 1.14 0.55 0.20

全期間 平均 325.94 3.94 1.94 1.05 0.51 0.20
1/10流量 69.52 2.30 1.09 0.55 0.32 0.03

至近10年 平均 213.49 3.67 1.87 1.04 0.54 0.21
1/10流量 52.42 2.48 1.15 0.74 0.37 0.03  
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図 2.1.6 安中地点流況図 
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（7）  土地利用 
碓氷川流域のほとんどが山林で占められており、市街地等は碓氷川沿いに多く見ら

れる。また、川沿いは水田、畑・果樹園としても利用されている。 

田
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森林

荒地

建物用地

道路
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その他の用地

河川地及び湖沼
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図 2.1.7 土地利用面積の割合 

 

 

図 2.1.8 土地利用図 

出典 土地利用メッシュデータ H21 年 
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（8） 人口と産業 
1） 流域人口 

近年（2010 年）の流域人口の構成比率は、旧安中市 50%、旧松井田町 16%、高

崎市 34%であり、流域面積における占有率、旧安中市 35%、松井田町 60%、高崎

市 5%から考慮すると、流域上流部に位置する旧松井田町の人口密度が低い状況で

ある。 
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注 高崎市（流域内）人口は 1995 年の群馬県企画統計課の町字別人口に基づく比率 0.086 

図 2.1.9 碓氷川流域の人口の推移 

出典 国勢調査結果のデータより作成 
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2） 産業構造 
(a) 人口構成比 

高崎市、安中市ともには一次産業の比率が低く、三次産業の比率が高い。 

表 2.1.4 碓氷川流域市町村の産業構造（就業人口構成比） 

区分 一次産業 二次産業 三次産業 摘要 
高崎市 3.1％ 27.5％ 62.8％  
安中市 5.6％ 33.9％ 54.8％  
合計 3.5％ 28.4％ 61.7％  
出典：第 60 回群馬県統計年鑑（平成 26 年刊行） 

第一次産業人口

第二次産業人口

第三次産業人口

 

図 2.1.10 産業別人口構成の割合 

 
(b) 主要産業 

産業別の概況を整理し、次表に示した。 
 

表 2.1.5 碓氷川流域市町村の主要産業 

区分 農林業 製造業 観光 
高崎市 一戸当たりの経営耕地面積は県平

均より狭い。主要作物は、米、麦

である。 

電機機器が中心であり、流域外では

あるが、日立製作所、沖電気等の工

場がある。 

碓氷川流域に特に目立つ観光

地は存在しない。 

旧 安 中

市 
作物は工芸作物が最も多く、種類

はこんにゃくいもである。野菜で

は、ネギが多い。一戸平均の生産

農業所得が県平均 142 万円の半分

程度である。経営耕地面積が全般

に狭く、果樹、養畜、施設園芸な

どの不振が原因である。 

群馬県では製造品出荷額の順位が

10 位である。伸び率も県平均より高

い値を示している。製造業の中心は、

信越化学、東邦亜鉛である。 

秋間梅林、磯部温泉の観光客

入り込み数は、1985 年以降微

増傾向にある。県全体の 2.8％
を占める。 

旧 松 井

田町 
群馬県では製造品出荷額の順位が

31 位である。伸び率が県平均と等し

く特に発展の傾向はない。製造業の

中心は、鉄鋼の埼玉鋳造、機械のミ

ネビアなどある。 

霧積温泉、裏妙義の観光客入

り込み数は、1987 年以降増加

傾向にある。県全体に占める

割合は 0.12％と小さい。 

出典：「市町村別群馬県の地誌」 
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（9） 河川の自然環境 
流域内の植生は大部分が植林地、耕作地の植生となっており、自然植生がほとんど

みられない。特に上流域にはクリ―ミズナラ群落、コナラ―クリ群落等の落葉樹林の

二次林、スギ、ヒノキ植林、カラマツ植林等の針葉樹林の植林地が分布している。 
碓氷川下流部（烏川合流点～横川付近）はアユ、ウグイ、オイカワ等の生息が確認

されている。それより上流ではイワナ、ヤマメの生息が確認されている。 
また、九十九川では秋間川合流点付近まではフナ類やオイカワやタモロコといった

下流流域の魚類が見られ、それより上流ではアブラハヤ、シマドジョウといった中流

～上流に生息する魚類が見られる。 
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（10） 河川の利用 
碓氷川には運動公園や親水空間が多数整備され、また、堤防は周辺住民の通勤･通

学などの生活道路としても利用されるなど、地域との関係は深く、水遊び、魚釣りな

ど住民に潤いを与える身近な安らぎの場としても利用されている。碓氷川全区間は上

州漁業協同組合によってアユ、イワナ、ヤマメを対象に漁業権が設定されている。 
碓氷川の烏川合流点から九十九川合流点を経て九十九川の後閑川合流点付近までの

碓氷川、九十九川の堤防上は「碓氷川・九十九川サイクリングロード」として整備さ

れ地域住民に利用されている。 
坂本ダム（碓氷湖）には遊歩道が整備され湖面の周囲をめぐることができ、地域住

民等に親しまれている。 
今後の河川改修においても、住民の安らぎ場としての空間を意識した整備が重要と

なっている。 
碓氷川流域では、大規模なイベント、その他の公共利益に関する利用は現在多く見

られないが、沿川住民の個別利用は高く、地域住民の憩いの場として多く利用されて

いる。 
また、碓氷川に隣接する鼻高町では年４回（５月・７月・９月・１２月）に碓氷川

の河川堤防と児童公園の除草・清掃作業を行っている。 
今後も、流域住民が主体となった川づくりとして、地域住民・ＮＰＯ等との「協働」

による河川整備や管理を進めることが重要である。 
 

 


